
太宰治生誕１１０年プロモーション動画制作等業務 

公募型プロポーザル実施要領 

 

１ 目的 

この要領は、太宰治生誕１１０年プロモーション動画制作等業務について、技術的に最適

な提案者を公募型プロポーザル方式にて選定するために必要な事項を定めるものである。 

 

２ 業務概要 

（１）業 務 名 太宰治生誕１１０年プロモーション動画制作等業務 

（２）業務内容 別添仕様書のとおり 

（ただし、契約時における仕様は最優秀者として選定された者の企画提案内容に応じて変

更することがある。） 

（３）業務期間 契約日の翌日から平成３１年３月８日（金）まで 

（４）業務に要する費用（事業費限度額） 

４，７７０，０００円以内（消費税及び地方消費税含む） 

なお、参考見積書の金額が、業務に要する費用（事業費限度額）を超過した場合は 

失格とする。 

（５）選定方法 公募型プロポーザル方式 

 

３ 担当部署 

太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会事務局 

（五所川原市 経済部 観光物産課） 

郵便番号 〒０３７－８６８６ 

住 所 青森県五所川原市字布屋町４１番地１ 

電 話 ０１７３－３５－２１１１ 内線２５７４ 

ＦＡＸ ０１７３－３９－１０９３ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ goshokan@city.goshogawara.lg.jp 

 

４ 参加資格 

  参加資格は、次に掲げる全ての要件を満たしている者とする。 

（１）東北６県のいずれかに本社（店）又は支社（店）・営業所等を有し、当該事業所にお

いて常勤の従業員を雇用していること。 

（２）五所川原市の物品等競争入札資格者名簿に登載された者であること。 

（３）企画提案書に関する書類の提出期限の日から契約締結の日までの間に本市の指名停止

等措置要綱による指名停止を受けていないこと。 

（４）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当し

ないこと。 

（５）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続開始の申
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立て又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続開

始の申立てがなされている者（会社更生法の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民

事再生法の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされた者であって、更生計画の認可

が決定し、又は再生計画の認可の決定が確定したものを除く。）でないこと。 

（６）暴力団等による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に掲げる暴力団、同条

第６号に規定する暴力団員である役職員を有する団体並びにそれらの利益となる活動

を行う者でないこと。 

（７）本業務に経験を有したものを従事させること。 

 

５ 実施スケジュール 

 プロポーザルの実施スケジュールは次のとおりとする。 

 内容 期間等 

１ プロポーザル公告 平成３０年９月１２日（水） 

２ 質問書の受付期間 平成３０年９月１２日（水）～平成３０年９月２１日（金） 

３ 参加申込期間 平成３０年９月１２日（水） 

～平成３０年１０月５日（金） 

４ 質問に対する回答 平成３０年９月２６日（水）まで 

５ 企画提案書等の提出 平成３０年１０月２２日（月）まで 

６ 審査 １次：平成３０年１０月２４日（水）（予定） 

２次：平成３０年１０月３１日（水）（予定） 

７ 審査の結果通知 平成３０年１１月中旬（予定） 

８ 委託契約締結 平成３０年１１月中旬（予定） 

なお、スケジュールについては、参加申込み事業者数等の事情によって、変更される場合

がある。 

 

６ 質問の受付及び回答 

（１）提出期限 平成３０年９月２１日（金）１７時（必着） 

（２）提出方法 別添の質問書（様式１）により電子メールで提出することとし、他の方法

による質問は一切受け付けない。なお、電子メールの件名は「太宰治生誕１１０年プロ

モーション動画制作等業務に関する質問」とし、電話により受信確認を行うこと。 

（３）提出先 太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会事務局 

（五所川原市 経済部 観光物産課）（前記３参照） 

（４）質問書の回答 

質問に対する回答は、平成３０年９月２６日（水）までに参加申込者へ電子メールにて

行う。なお、質問に対する回答は、本要領及び仕様書等の追加又は修正事項とみなし取り

扱う。 

 

７ 参加申込み 



（１）提出書類 参加申込書（様式２）１部 

（２）提出期限 平成３０年１０月５日（金）１７時（必着） 

（３）提出方法 持参又は郵送により提出すること。 

※郵送で提出する場合は、受け取り日時及び配達された事実が証明できる方法とすること。 

（４）提出先 太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会事務局 

（五所川原市 経済部 観光物産課）（前記３参照） 

（５）結果通知 参加資格審査結果は参加申込者に電子メールで通知する。 

 

８ 企画提案書等の作成及び提出 

（１）提出書類 

①業務実施体制回答書及び企画提案書提出届（様式３） 原本１部 

②実施体制各種調書及び企画提案書等 原本１部、副本６部 

ア 会社概要（様式４） 

イ 技術者の概要（様式５） 

ウ 企画提案書（任意様式） 

エ 参考見積書（任意様式） 

オ 技術責任者が過去５年間に技術責任者又は主たる担当者として携わった同種又は類似

業務の報告書概要版（１業務のみ・任意様式） 

（２）作成要領 

①企画提案書はＡ４判（Ａ４折も可）、横書き、文字サイズ１１ポイント以上、表紙を除い

て１０ページ以内で片面印刷とし、仕様書を踏まえ、以下について記載すること。 

ア プロモーション動画の内容 

イ 業務の実施方針 

ウ 業務の実施フロー・スケジュール（工程表） 

エ 実施体制 

オ 別添仕様書４業務内容に関する企画提案 

②参考見積書は、提出年月日、商号又は名称、代表者職氏名、見積金額（消費税等込み）、

見積内訳を記載し、原本には代表者印を押印すること。 

（３）提出期限等 

①提出期限 平成３０年１０月２２日（月）１７時（必着） 

②提出先 太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会事務局 

（五所川原市 経済部 観光物産課）（前記３参照） 

③提出方法 持参又は郵送によること。 

※郵送で提出する場合は、受け取り日時及び配達された事実が証明できる方法とすること。 

 

９ 企画内容の審査 

（１）審査委員会の設置 

業務の履行に最も適した契約の相手方となる候補者を、厳正かつ公正に決定するため、本



プロポーザルの審査委員会を設置する。 

（２）審査委員会 

審査委員会は、委員長、委員をもって組織し、委員長は会長、委員については委員長

が指名する者６名で構成する。 

（３）１次審査（書類審査） 

企画提案書を審査し、高い評価を得た提案者を選考する。評価基準は業務の実施体制、

経営状況、当業務への意欲、過去実績等を勘案する。ただし、参加者が５者以下である場

合は１次審査を省略し、２次審査において提出書類審査及びプレゼンテーション等による

審査を実施するものとする 

実施日：平成３０年１０月２４日（水）（予定） 

（４）２次審査（プレゼンテーション等による審査） 

 本プロポーザルの審査は、審査委員会の各委員が企画提案プレゼンテーションの評価を行

い、最高点を得た者を受託事業者として決定するものとする。審査の詳細及び配点等につい

ては「別紙１」のとおりとする。 

①実施日 平成３０年１０月３１日（水）（予定） 

②開始時間 後日通知する。 

③場所 未定 

④所要時間 １事業者につき、２５分以内とする。 

ア 企画提案プレゼンテーション １５分以内（準備含む） 

イ 質疑応答 １０分以内 

⑤内容 

本実施要領、仕様書及び審査要領に掲げる内容を加味し、提案を行うこと。 

⑥参加人数 ３人までとする。 

⑦使用機器 ＰＣ、プロジェクター、スクリーンは事務局が用意する。 

（５）参加者が１提案者の場合について 

審査において、各審査委員の合計点の平均が満点の7割以上であれば、プロポーザル実施

要領、仕様書等を満たすと判断し、その提案者を受託事業者として決定する。 

（６）審査結果の通知 

①１次審査 

 審査結果を書面及び、電子メールにより通知する。なお、選考された者のみ、審査結果

とともに２次審査の日程等についても通知する。 

②２次審査 

審査結果を書面及び、電子メールにより通知する。 

（７）その他 

審査委員会での審査は非公開とし、選定結果等についての異議申し立ては一切受け付けな

い。 

 

１０ 契約の締結 



本業務の最優秀者に決定した事業者は、仕様書及び受託事業者の企画提案書等の記載事項

を基本に協議の上、随意契約により契約を締結する。企画提案書等に記載され、選定で評価

した項目については、原則として契約時の仕様に反映するものとする。ただし、本業務の目

的達成のため、必要な範囲において、受託事業者との協議により締結段階で項目を追加、変

更及び削除することがある。また、これにより見積額を超えない範囲で、契約内容及び契約

額等の調整を行うことがある。なお、辞退その他の理由で契約ができない場合は、次順位者

と契約の交渉を行う。 

 

１１ 参加事業者の失格 

次のいずれかに該当する場合は、失格とする。 

（１）参加資格の要件を満たさなくなった場合 

（２）企画提案書に関する書類の提出期限までに必要書類が提出されなかった場合 

（３）提出した書類に虚偽の記載があった場合 

（４）見積額が委託業務の予算額を超えている場合 

（５）プレゼンテーションに参加しなかった場合 

（６）上記（１）～（５）に定めるもののほか、提案にあたり著しく信義に反する行為など、

審査委員長が失格であると認めた場合 

 

１２ その他留意事項 

（１）このプロポーザルに参加する費用は、すべて参加事業者の負担とする。 

（２）提出した書類の提出後の修正又は変更は一切認めないこととする。 

（３）「業務実施体制回答書」に記載した管理責任者及び担当者は、原則として変更はでき

ないものとする。ただし、病休、死亡、退職等の極めて特別な理由により変更を行う場

合には、その限りではない。 

（４）契約締結後、本業務において作成した成果品の所有権、著作権（著作権法２７条と２８

条を含む）、利用権については、太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会に帰属し、実行

委員会の解散後は実行委員会の構成団体（五所川原市、青森県、五所川原市観光協会、

かなぎ元気倶楽部）に帰属するものとする。 

（５）太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会及び太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会

が指名する第三者に対して、著作者人格権を行使しないものとする。また、実行委員会

解散後は実行委員会の構成団体（五所川原市、青森県、五所川原市観光協会、かなぎ元

気倶楽部）及び、実行委員会の構成団体が指名する第三者に対して著作者人格権を行使

しないものとする。 

（６）提出された書類の返却はしないものとする。 

（７）このプロポーザルに係る情報公開請求があった場合は、五所川原市情報公開条例（平

成１７年五所川原市条例第９号）に基づき提出書類を公開する場合がある。 

  



別紙１ 

 

太宰治生誕１１０年プロモーション動画制作等業務プロポーザル審査要領 

 

１ 目的 

この要領は、太宰治生誕１１０年誘客促進実行委員会が実施する太宰治生誕１１０年プロ

モーション動画制作等業務に係るプロポーザル審査及び選定方法の手続きについて、必要な

事項を定める。 

 

２ 審査方法 

提出された企画提案書及びプレゼンテーションの内容について、下記３の審査項目に対し

て下記４の採点を行うことで審査を行い、最高点を得た者を最優秀者として特定する。 

※最高得点者が２提案者以上になった場合は、参考見積書の金額の低い者を最優秀者とし、

参考見積書の金額も同じ場合は、くじ引きで決定する。 

 

３ 審査項目と配点 

＜表１＞１次審査 審査項目                      ５０点満点 

区分 評価内容 配点 

実績・体制 
 

本業務を遂行可能と判断できる十分な実績を有しているか。他の地

方公共団体等において、動画制作等の業務実績を有しているか。 

 

１０ 

人員の配置状況から、打ち合わせや問い合わせに的確・迅速に対応

でき、円滑かつ確実な業務を遂行可能と判断できる体制が組まれて

いるか。 
 

１０ 

提案内容 
 

仕様書記載の業務内容について全て提案され、趣旨を理解した適切

な提案となっているか。業務の工程管理は工夫され、実効性の高い

提案となっているか。 
 

１０ 

２０代を中心とした若年層に関心を持ってもらえるような企画とな

っているか。 

１０ 

企画提案見積価格は企画提案内容を勘案して妥当であるか。経費の

内訳が適正かつ明確に示されているか。 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜表２＞２次審査 審査項目                      ５０点満点 

区分 評価内容 配点 

提案内容 
 

仕様書記載の業務内容について全て提案され、趣旨を理解した適切

な提案となっているか。業務の工程管理は工夫され、実効性の高い

提案となっているか。 
 

１０ 

２０代を中心とした若年層に関心を持ってもらえるような企画とな

っているか。 

１０ 

企画提案見積価格は企画提案内容を勘案して妥当であるか。経費の

内訳が適正かつ明確に示されているか。 

１０ 

プレゼンテ

ーション全

般 
 

プレゼンテーションが解り易く、説得力があるか。  
 

１０ 

知識・経験に裏付けられた、実現可能な提案であるか。  
 

５ 

本業務に対する取組意欲が高く、熱意が感じられるか。  
 

５ 

 

４ 審査項目の採点基準 

採点は、次に示す５段階評価による得点の付与を上記３に示す項目ごとに行い、合計得点

を算定する。 

判断基準 得点化方法 

優れている 各項目の配点×１．００ 
 

やや優れている 各項目の配点×０．８０ 

普通 各項目の配点×０．６０ 
 

やや劣っている 各項目の配点×０．４０ 
 

劣っている 各項目の配点×０．２０ 
 

 

 

 

 


